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総力戦研究所の真実――歴史の法廷に立つNHK 
飯村 豊 著 

史実歪曲ドラマは 
こうしてつくられた 
初代総力戦研究所長・飯村穣を 
卑劣な人間として描いた NHKと映画監督･石井裕也。 
その制作姿勢を告発し 

｢戦争シミュレーション」の真の姿に迫る。 

 

NHKの番組で「祖父の名誉が傷つけられた」として、元外交官の飯

村豊が、NHKや映画監督、制作会社などを相手取り損害賠償を求め

る訴えを東京地裁に起こした。2025年 8月 16・17日に「NHKスペ

シャル 戦後 80年番組」として「シミュレーション～昭和 16年夏の

敗戦」が放送され、総力戦研究所の所長が、飯村豊の祖父で実際の所

長であった飯村穣陸軍中将とは全く異なる、卑劣な人間として描か

れていたからだ。なぜこのようなことが起きたのか。それは、現実の

総力戦研究所で行われてきたことを学ばず、目先の利益のためには

フィクションの衣を被れば史実を歪曲し、実在の人物を品性下劣に

描いても良いと考えたからだ。総力戦研究所の「机上演習」がいかな

るものだったのか。最新の研究も交えつつ、その実態に迫る。 
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